
景観アドバイザー制度の成果 事例① 「身延山門内商店街」

■ 身延山門内商店街の景観に魅力が感じられないことから、平成21年
4月から地域住民 町 県の３者で景観整備の勉強会を開始 （計5回）4月から地域住民、町、県の３者で景観整備の勉強会を開始。（計5回）

■ 住民勉強会１回を含め、景観アドバイザーを７回派遣。

■ 当地域の景観づくりへの動きが発端で、今年度から身延町は景観計
画に着手することとなった。

■ 中部横断自動車道の全線開通を見据えた具体的な取組みとして、
景観形成モデル事業の着手に向け、現在、修景計画を検討中。
（今後も景観アドバイザーの派遣が不可欠）

【Ｈ23.5.17 住民勉強会の実施状況】

【色彩の整理・分析と問題点の整理結果】 【住民勉強会で提案された修景の方向性や具体例】


